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要　旨
　　SCS車載局を利用して，千葉大学看護学部1年生対象の必修科目「看護学原論」と宮崎県立看
　護大学4年生対象の選択科目’「看護学原論演習」の授業を，遠隔双方向授業で実施した．本報告
　には，授業の企画立案から実施状況までを詳しく記述した．SCS車載局運用のための申請やSCS
　利用可能な講義室の確保など，5ヵ月前から準備をはじめ，その後，設営や授業展蘭の詳細な打
　ち合わせのため，SCS車載局を運営するNIMEの専門職員と両大学教員・事務職員の三者間で調
　整を緊密に行った．また，車載局の現地入りからSCSのリハーサル，授業，撤収まで，合計4日
　間を要した．つまり企画した教員にとっては，通常の授業に比べ，多大な時間と労力を費やして
　いることから，SCS車載局を利用して遠隔授業を実施するには，教育効果やコストパフt一マン
　スを勘案することが必要である．そして遠隔授業の実施システムを構築して，組織的応援が必要
　であることが示唆された．一方で，アンケート結果から学生の満足度は高く，学生からはこのよ
　うな形態の授業を継続して実施することへの肯定的評価を得た．
Key　Words：看護学原論，科学的看護論，　SCS車載局，遠隔双方向授業
　2000年7月13日に，SCS車載局を利用した遠隔　　　局）がない学校との間を衛星回線でつなぐため，
双方向授業をはじめて実施した．この教育実践は，　　運用を開始したばかりのSCS車載局（搭載型
いくつかの点でユニークであった．第一に，1年　　　VSAT局）を活用したことである．これらについ
生と4年生という学習段階がまったく異なる学生　　　て，看護学教育としての評価や，IT活用の先駆
群が，ひとつの授業に参加したことである．第二　　　的な実践であるから，その教育方法としての評価
に，千葉大学と宮崎1立看護大学という通常なら　　　を行う必要がある，しかしそのような教育評価や
交流することのあり得ない，遠く隔たった，異な　　　研究を行うには，実践回数がわずか1回で・しか
る地域特性をもつ両大学を電子的につないで，双　　　も試行錯誤の連続であったので，今回は敢えて避
方からコミュニケーションを交わしあい，授業を　　　けることにした．本報告では，むしろその試行錯
行ったことである．第三に，Space　Collaboration　　誤と，このような授業が企画されるに至った時代
System（以下SCS）の小型地球局（以下，　VSAT　　　背景を歴史的事実としてありのままに記述し，新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たな教育方法を考案し実践するに至った過程を記
1千葉大学看護学部基礎看護学教育研究分野　　　　　　録として残したいと考えた・そこで・特に企画’
2宮崎県立看護大学　　　　　　　　　　　　　　　　　実施を担当した教員の体験を中心に記述し，最後
3元宮崎県立看護大学　　　　　　　　　　　　　　　　　に，授業を受けた学生に対して行ったアンケート
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2　Miyazaki　Prefectural　Nursing　University
3　Ex’一”Miyazaki　Prefectural　Nursing　University
一69一
千葉大学看護学部紀要　第26号
1．授業を企画するまでの背景：教員の異動や非　　　学の退官教授であることと遠隔地に居住されてい
　常勤講師枠削減にともなう，教育の質の低下を　　　るという理由で申請できない．また学長として多
　阻止することをめざし，教育評価を行う　　　　　忙を極めるので，依頼するにしても，宮崎県立看
　1980年代後半から，医療の質を問う国民のニー　　　護大学の授業を千葉大学の学生がともに受けると
ズを反映し，看護の質を高めることを目指して，　　　いうような方法を模索した．当時筆者は文部省・
看護教育の高等化が一気に進み，1991年には11校　　　大学共同利用機関メディア教育開発センター（以
であった4年制看護系大学は，この授業を実施し　　　下NIME）に研究員として所属しており，そこで
た2000年には86校にまで増えた．看護教育の大学　　　衛星回線をつなぐSCSを使った遠隔双方向の研修
化は医療現場からも待ち望まれていたことであっ　　　の講師を担当した．この経験から，看護学原論で
たが，教員の人材不足のため，先発校である大学　　　も，この方法を利用した遠隔授業が可能なのでは
からは多くの教員が日本全国に散らばった．その　　　ないかと考えた．ちょうど国立大学のカリキュラ
ー方で，先発校では当時すでに，ティーチング・　　　ム運営の弾力化が進み，遠隔授業の単位を認定す
アシスタントを動員しても教員の絶対数が不足し，　　ることが検討されるなど，遠隔授業が正当な授業
そのうえ国立大学は国の財政削減のあおりを直接　　　として社会的に認知されつつあった．また千葉大
に受け，非常勤講師枠も削減される一方となった．　　学スペースコラボレーションシステム事業実施委
その結果，大学教育の教育歴・研究歴が乏しいか，　　員会（当時は南塚信吾委員長）が，2000年2月1
正反対に看護実践歴に乏しく実践能力を伴わない　　　日にホームページを開設するなど，SCS活用促進
教員の存在が顕在化した．この問題へは，国内の　　　の機運が高まっていた．そこで，3月26日，薄井
大学全体がファカルティ・ディベロップメントを　　　坦子宮崎県立看護大学学長に，遠隔授業を行える
推進する気運と機を一にレて，さまざまな研修が　　　よう，VSAT局設置をお願いしたが，宮崎県立看
企画されるようになったが，その対象は主に助手　　　護大学は県が設置主体で予算化が困難で無理との
クラスで，講義を担当する教員については，各人　　　返答であった．そこでNIMEに相談したところ，
の自助努力に委ねられていた．　　　　　　　　　　SCS車載局の運用を開始したとの情報を得た．
　千葉大学看護学部基礎看護学教育研究分野は，　　　SCSは本来，　N工MEに設置されたHUB局がネット
千葉大学に看護学部が設置された1975年以来1996　　ワーク全体を制御・監視するなか，大学等高等教
年まで，初代…教授薄井坦子氏（現宮崎看護大学学　　　育機関123機関に設置されたVSAT局150局（平成
長）により，科学的看護一般論を基盤に据えた基　　　13年3月現在）間を衛星回線でつなぐもので，
礎看護学の教育が行われてきた．そのあと嘉手苅　　　VSAT局がなければ利用できない．ところがSCS
英子前助教授（現沖縄県立看護大学教授）から現　　　車載局の出現で，国内どこでも，車載局が通行で
在のスタッフが引き継ぎ，教育の質を維持するよ　　　きる場所で，衛星信号を送受信可能な環境であれ
う日常の教育はもちろんのこと，研究においても，　　ば，回線をつなぐことができるようになっていた
看護教育における教授能力を明らかにし，それを　　　のである．
どのようにして獲得するかということをテーマに
取り組みを続けた．そして毎年度末，教育研究実　　　3．SCS車載局・千葉2VSAT局便用交渉と，遠
践を自己評価し総括してきた．2000年3月の総括　　　　隔授業から遠隔双方向授業へと企画修1E
において，看護学原論で学生が看護学の本質を体　　　SCS利用マニュアルに従い，千葉2VSAT局
感するような授業が必要であるとの結論に至った．　　（以下，千葉2局）およびSCS車載局の運用予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をN［MEのホームページで確認したところ千葉2
2．授業の企画1遠隔授業の実現を模索するなか　　　局の予約は空いていたが，SCS車載局は紹介され
　でとらえたSCS運用範囲の拡大　　　　　　　　　　ているのに予約状況がアップされていなかった．
　先の結論を受け，看護学原論の授業内容を刷新　　　そこでNIMEに直接問い合わせたところ，試用段
するため過去25年間の授業内容を振り返った．初　　　階の申請の混乱を避けるため，VSAT局である医
回授業から21年聞は薄井前教授が担当してきたが，　　学部のみに運用開始を通知していたことがわかっ
その授業内容は教授自身の看護学に関わる学的基　　　た．そこで，5月に利用予定のあった1件を避け
盤の探究の賜物であり，余人をもって変えがたい　　　て，日程が決まり次第，申請することを伝えた．
ものであることを改めて確認した．このような人　　　しかしSCS車載局の運用にユ回約200万円を要し，
材は，大学で規定されている非常勤講師採用の主　　　単発使用のみと決められていた．
たる理由である．しかし薄井前教授の場合，当大　　　　一方コ、通常のVSAT局はSCS専用の講i義室を備
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えているが，千葉2局は回線を中継する部屋が医　　　を，1年生は先輩看護学生の看護過程展開の実際
学部で常時使用されている講義室であり，医学部　　　と自己評価を観念的に追体験し，看護過程の分析
学務係に問い合わせたところ，時間割上，常時講　　　の学習理解を深めることにと，それぞれの学習課
義が行われていることが判明し，断念しかけた．　　　題を設定すれば，それぞれの学習段階に応じた学
ところがその後，医学部学務係から連絡が入り，　　　びが可能になるとの見通しがたった．
授業内容と双方向授業の必要性を確認されたあと，
千葉2局の利用促進のため，医学部の授業を移し　　　4．異なる授業科目の教育目標を，同時に満たす
てでも遠隔授業を承認するという，医学部教務委　　　　授業案の作成
員長からの伝言を受けた．有り難くその申し出を　　　　千葉大学看護学原論の学習目的は「看護学の目
受けることにした．　　　　　　　　　　　　　　　的論・対象論・方法論を理解する」であり，宮崎
　以上の交渉過程から，VSAT局を持たない大学　　　県立看護大学看護学原論演習は「看護学の成立の
との連続講義は断念せざるを得ず，単発の授業で　　　歴史を辿り看護専門職の発展の方向を探る」であ
最大の効果をひき出す授業形式を模索した．その　　　る．そこで学習の焦点を，看護現象から看護であ
結果，講義形式の単方向授業ではなく，講義およ　　　るものを見いだし，看護一般論を適用して看謹で
び学生から発信する双方向性があり，かつ異なる　　　あることの根拠を導き出す判断過程におき，共通
大学をつなぐのであるから，それぞれに所属する　　　の教育目標を「看護職者としての専門的判断過程
学生間の活発な交流を含む授業の創出，つまり遠　　　について理解するJと定めた．授業案の中から「今
隔授業ではなく，遠隔双方向授業の実現に向けて　　　時の目標」を抜粋し表1に示す．また2000年7月
薄井学長との交渉に入った，　　　　　　　　　　　　13日（木）IV・V時限目に実施することを決定し
　まず授業時間の調整をした．千葉大学で看護学　　　た．
原論が行われる木曜日には，宮崎県立看護大学で
は工時限目に1年生対象の必修科目看護学原論1，　　　　　　　5．SCS車載局利用の準備
皿時限目に4年生対象の選択科目看護学原論演習　　　　NIMEの事業部ネットワーク課SCS担当専門職
が開講されており，この2科目を薄井学長が担当　　　員2名と頻繁に電子メールで連絡をとり合い，
されている．しかし，千葉大学の看護学原論と同　　　SCS車載局の利用期聞5日間を決定し，5月ユ9日
じIV・V時限目には開講されていなかった．千葉　　　にNIME所長に申請して6月5日に使用許可を受
大学1年生の多くは，木曜日午前中は西千葉で普　　　理した．それに合わせて医学部教務職員に，千葉
遍教育科目を受講しているため，午後の授業を選　　　2局の回線予約と講義室利用の確認を依頼すると
択せざるを得ない．必然的に4年生が受講する看　　　同時に，看護学部専門職員と千葉大学側教員とと
護学原論演習が残った．そこで，千葉大学で皿時　　　もにSCS回線使用をシュミレーションした．6月
限目に開講されている機能代謝学の授業と入れ替　　　16日にはNIMEの専門職員と千葉大学教員が宮崎
える可能性を打診したが，非常勤講獅担当時間で　　　に行き，宮崎県立看護大学の教員と，事務職員教
あったため，授業時間を動かすことはできなかっ　　　務係，庶務係，警備担当，AV機器担当業者が参
た．そこで宮崎側に授業の時閥変更を申し入れた　　　加し，SCS車載局設置場所，電源確保，保安と，
ところ，宮崎県立看護大学4年生の看護学原論演　　　映像・音響機材とプラズマモニター，ビデオプロ
習であれば移動可能であると返答された．そこで，　　ジェクターなどの設置に関し話し合いをもった．
異なる学年対象の授業は可能かどうかの検討に　　　その後実務上の担当教員との問で，設営案および
入った．看護過程をキーワーズに定め，4年生は　　　当日運営スケジュールの作成，授業で発表される
それまでの実習体験を素材に看護過程の自己評価　　　4年生の実習体験が3件選択され，その資料を作
表1　「今時の目標」
1、他者の実習体験を聞いて，その状況を看護の原基形態にそって思い描くことができる
2．その実習が看護になっているかどうかを判断し，その根拠がいえる
3．その実習体験は看護学的にどのようにみえるのか，4年生の学生と1年生の学生にはどのようにみえるの
か，看護学の異なる修得段階のひとびとのみえ方を出し合い，この対話をとおして，自己のあたまにどのよ
　うな像が形成されたのかを自問自答する
4．看護専門職を目指す者に共通して必要な，体験（現象）から論理をひきだすコツをつかむ
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成した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真11：宮崎4年生の実習を受け入れた札幌ひばり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が丘病院副院長のお話，写真12：宮崎2年生も授
　　　　　6．SCS車載局利用の実際　　　　　　　　業に飛び入り参加
　授業案から授業の概略を抜粋し，表2に示し，
写真で実際の状況を示した．写真1：SCS車載局，　　　7．授業終了直後のアンケート調査とその結果
写真2：宮崎県立看護大学（SCS車載局側）の教　　　　授業終了直後に，　NIMEの教授・学習評価支援
室配置，写真3：SCS車載局のコントロv…ル，写　　　システムを活用して作成した，「看護学原論」遠
真4：教室の授業風景（宮崎），写真5：教室の　　　隔双方向授業の評価のためのアンケート用紙を配
授業風景（千葉），写真6：薄井先生講義，写真　　　布し，アンケート調査を実施した．アンケートは
7：映像教材1例目，写真8：4年生札幌ひばり　　　「あてはまる4点」「ややあてはまる3点」「あま
が丘病院での実習体験を語る，写真9：1年生質　　　りあてはまらない2点」「あてはまらない1点」
問を出し合う，写真10：宮崎4年生への課題，写　　　の4段階評価と自由記載である．千葉大学1年生
表2　授業の概略
1．導入
　双方の教室の参加者紹介・双方向授業企画の経緯
　千葉大学1年生の前回の授業を受けて（主にもうひとりの自分の学びから）
　今時の目標と授業の時間配分予定・録画の了解と異議と拒否の申告のしかたについて
2．薄井先生「看護学が目指す夢（！？）の実現過程」についての講義
3．宮崎県立看護大学4年生は自己の実習体験を語る…千葉大学1年生は先輩の体験から看護を学ぶ
　1）4年生は自立体験学習について発表する
　2）1年生はもうひとりの自分を働かせながら発表を聴き，どのようなイメージを描いたか話し合い発表す
　る
　3）質疑応答
4．千葉から薄井先生への一問一答
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂「・こへ　∨㍉、、『　≡一　二　’LN　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tL・・、ミ～一一・　　　一　　司一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くこ　　　　ノ　　～・輪T－””・’・・：
や
閨
一　　　　　　　　　　　　．＿一一．．－u　　　　　　　甑”・一・…　、　・　v’だ」
　　　　1．SCS車戴局　　　　　　　　　　　　　　　　　2．宮崎県立看護大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SCS車戴局側の教室配置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　鳥・
暢
3．SCS車戴局のコントロール　　　　　　　　　　　4．教室の授業風景（宮崎）
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5．教室の授業風景
千葉大学医学部第一講義室　　　　　　　　　　　　　　　6・薄井先生講義
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「看護i学が目指す夢の実現過程」
あ一もう．
ちっ！（舌打ち）
ぽ峻・囲■　　　ら魔縫繰！
遺洋漁師
4人部屋
リハビリ室
妻が週末面会
蹴住 @圏翻　　　Il　il／・”摩灘㌶壽震讐験を
　　　　　　一■　　　　　　　tl’」　、三竺‘
　　　　　　　－
　　f　　圏圏置圃翻
　　　　　身長175cm　　　55歳　体重54kg
　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　先輩の体験から＿→
7．映像教材1事例目　　　　　　　　　　　　看護を学ぶ千葉1年生
L二蓋ぎ医学㌧〆
9．千葉1年生への課題
実習報告への質問を話し合う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．宮崎4年生への課題
　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　このアンケート結果から，受講した両校の学生は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業を肯定的にとらえていることがわかった．ま
11．宮崎4年生の実習を受け入れた札幌ひば　　　　た，自由記載の記述から，千葉大学1年生の多く
　りが丘病院副院長のお話　　　　　　　　　　　は入学してからの，学んできたことへの理解が深
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まったと述べていた．一方，宮崎県立看護大学4
’　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年生は異なる大学の学生間の自由な意見交換の機
t・ g　　　　　　　　　　　　　　　　会が有意義であったこと，自分自身の4年間の学
Z　　　l・・lj　　　　’・　　　　　　　　　　習を振り返り，学んできた内容を改めて確認した
1－．一．一一　滅．　　　　　否定的な意見としては，天候により術星回線が乱
％
12．宮崎2年生も授業に飛び入り参加　　　　　れて数分間中断したことに対する苦情と，授業時
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表3　授業後のアンケート結果
　　　　　　　　3．5
　　ややあてはまる3
　　　　　　　　2．5
あまりあてはまらない2
　　　　　　　　1．5
　　あてはまらない1
　　　　　　　　0．5
O　QI　Q2　Q3　Q4　Q5　Q6　Q7　Q8　Qg　QlOQIlQ12Ql3Ql4Q15
　理面有教映音教時課考学授レ思討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寒
　　　　　　　　　　　　　　　　（口：宮崎県立看護大学　■：千葉大学）
表4　アンケートから自由記述の抜粋
（千葉）今まで原論の授業を受けてきてわからなかったことが，より簡単というかわかりやすい言葉で言い換
　　　えられていて，より理解できるようになった．また，実習など，いろいろな看護体験をしたときの4
　　　年生の体験談をより自分と近い立場として聞けた．
（宮崎）「遠隔双方向授業」ということで面白いと感じたし，こういうことが在学中に行えることは画期的な
　　　ことだと思う．異なる大学間で，お互いに意見交換ができることはすばらしいことだと思う．しかも
　　　千葉大学の1年生ということで，私が1年生でどうであったか，という視点から，再び「看護学」を
　　　とらえなおすきっかけをもらうことができたと思う．自分のこれまでの経験を千葉大学1年生の意見
　　　や疑問点から再び振り返ることができた．よかったと思います．また機会があれば参加してみたいです．
間が少ないということであった．　　　　　　　　　　パフォーマンスを勘案することが必要である．そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して遠隔授業の実施システムを構築して，組織的
　　　　　　　　8．ま　と　め　　　　　　　　　　応援が必要であることが示唆された．一方で，ア
　遠隔双方向授業の企画から準備までは，車載局　　　ンケート結果から学生の満足度は高く，学生から
運用のための申請やSCS利用可能な講義室の確保　　　はこのような形態の授業を継続して実施すること
など，5カ月前から準備を開始し，その後，設営　　　への肯定的評価を得た．
や授業展開の詳細な打ち合わせのため，SCS車載　　　最後に，今回の授業は事務系職員の多くの方々
局を運営する㎜の専門職員と両大学教員・事　　　の多大なる協力・連携・協働のうえに実現した．
務職員の三者間で調整を緊密に行った．また，車　　　ここに深い感謝の気持ちを申し上げる．
載局の現地入りからSCSのリハーサル，授業，撤
収まで，合計4日間を要した．つまり企画した教　　　　　　　　　　参考資料
員にとっては，通常の授業に比べ，多大な時間と　　　文部科学省大学共同利用機関メディア教育開発セ
労力を費やしていることから，SCS車載局を利用　　　　ンター：SCS－一一大学間衛星通信ネッ1・ワーク
して遠隔授業を実施するには，教育効果やコスト　　　ー，2001．
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